
 

 

 

 

 

 

 

中学３年間で『高校を卒業する力』  
『仕事を続けていく事のできる力』をつけよう 

 

 

コロナ禍の中で行われた今年度の文化祭。学校として開催できるかどうか話し合いをして、リモー

ト放送で行おうと結論が出ました。取り組みの制限が多い中で、逆に観客のいない体育館の広さを利

用した演技に迫力がありました。 

特に印象に残ったのは閉会式です。校長先生のお話の後、表紙絵の表彰が行われました。その時の

3 年生の雰囲気と態度が素晴らしかったです。全員が拍手で表彰をたたえている姿が輝いていました。

その姿は映像として 1 年生・2 年生の教室へ配信されました。演技ではない時の姿も集団としてさら

に輝いて見えました。目の前には中間テスト。体育大会があります。次は、全学年がグラウンドに集

まります。感染対策をとりながら制約はありますが、今だからこそしかできない行事。学校としての

集団の力に期待です。 

 

 

 

10 月は制服移行期間です。夏服・冬服を気温によって選択できる期間です。 

１１月からは、冬服となります。冬服の準備をしてください。名札や第一ボタン、スカート丈など、

ルールをしっかり守りましょう。名札を忘れた場合は職員室に仮名札を借りにいきましょう。紛失し

た場合は、実費での注文になります。担任の先生に伝えてください。 

夏服、冬服の期間について 

冬服 １１月～４月 冬服が基本になる期間 

移行期間 ５月 ・ １０月 どちらでもいい期間 

 

 

少しずつ、日が短くなってきています。部活の下校時は、うす暗く危険が増えます。部活門限につ

いて確認しておきます。下校は複数で帰るようにし、たむろすることなく、速やかに帰宅しましょう。 

10月          5：４５ 

１１月・１２月・１月  ５：１５完全下校  

（公式戦10日前は３０分延長部活可能） 

  

 

 

保護者の皆様へ 

 

令和元年度、18歳未満のＳＮＳ犯罪被害が過去最多2095人増え続けています。約半数は中学生

で、急激に増えています。最近ニュースでよく見かける誘拐や性的被害。また、コロナ禍の中で

依存傾向が強くなってきている、スマホゲーム。 

ネット（ＳＮＳ）の危険やゲーム依存にならないために保護者ができる対策を紹介します。 

 

☆ペアレンタルコントロール☆ 

お子様のスマートフォン等の使用状況を保護者が把握したり安全管理を行う仕組みです。 

例 使用アプリや使用時間の把握 （スクリーンタイム） 

例 スマホ休止時間の設定 → 22:00～7：00は使用できない設定 

例 アプリ使用時間の設定 → Youtube 閲覧は30分まで等 

例 ゲームアプリの課金制限 

 

お子様のスマホのスクリーンタイムを一度ご覧になれば、どれくらいスマホを使用しているかす

ぐにわかりますので是非試してみてください。ペアレンタルコントロールの設定をすれば休止時

間の変更など保護者のスマホで行えます。お子様のスマホの使用責任は保護者になります。ぜひ

活用ください。 

 

 

☆フィルタリング☆ 

危険なサイトにアクセスしないようにコントロールしてくれる便

利なサービスです。2年前には法律が改正され、18歳未満の青少

年がスマホを契約・機種変更する際は店頭でフィルタリングの設

定が義務化されています。お子様のスマホの設定は終えています

か？犯罪被害にあった青少年の90％はフィルタリングサービスを

未使用だったというデータもあります。 

 

 

今回は 2つのサービスを紹介しました。 

しかし、サービスを利用するだけではすべてのトラブルを回避で

きるわけではありません。友だち同士のラインのトラブルや個人

情報の流出や位置情報の流出など、ほかにも気をつけなければい

けないことがたくさんあります。学校でも情報モラルの学習や、

トラブルがあった際に全体で振り返るなど、日常からネット社会

について考える時間をとっていこうと考えています。 

 ご家庭でも、今回の2つのサービスをぜひ活用して、犯罪被害に巻き込まれない事、スマホに

時間を支配されないようにご指導をよろしくお願いします。 
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